
八
重
山
諸
島
か
ら
見
た
日
本
／
沖
縄

「
境
界
の
島
々
」
　
の
歴
史
（
〓
）

原
　
知
事

前
回
は
、
ま
ず
、
沖
縄
・
八
重
山
諸
島
の
地
域
的
特
性
を
「
重

層
的
な
境
界
性
」
　
と
表
現
し
、
こ
の
　
「
重
層
的
な
境
界
性
」
　
と
い

う
八
重
山
の
地
域
的
特
性
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て

き
た
の
か
と
い
う
問
い
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
八
重
山
の
歴
史

を
認
識
・
叙
述
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
の
時
代
区
分
を
設
定

し
、
そ
の
上
で
八
重
山
の
歴
史
に
つ
い
て
総
括
的
に
述
べ
た
。
今

回
は
、
前
近
代
、
す
な
わ
ち
先
史
時
代
か
ら
琉
球
王
国
時
代
に
い

た
る
ま
で
の
八
重
山
の
歴
史
を
具
体
的
に
叙
述
す
る
。

t
　
先
史
時
代
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
～
〓
l
世
紀
頃
ま
で
）

八
重
山
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
化
石
人
骨
や
人
工
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ヒ
ト
　
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
　
の
集
団
が
い
つ

頃
か
ら
住
み
は
じ
め
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
ま
だ
分
か

っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
沖
縄
島
　
（
沖
縄
本
島
）
　
で
は
、
今
か
ら

約
二
～
三
万
年
前
の
人
骨
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
時

代
に
沖
縄
に
到
達
し
た
ヒ
ト
の
集
団
は
、
中
国
大
陸
南
部
、
台
湾
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
あ
た
り
の
南
方
地
域
か
ら
北
上
し

て
き
た
と
い
う
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
二
～
三
万
年
前
に
は
、
八
重
山
に
も
南
方
地
域
か
ら

ヒ
ト
の
集
団
が
到
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
八
重
山
最
古
の
遺
跡
は
、
今
か
ら

約
四
〇
〇
〇
年
前
の
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
八
重
山
で
は
、
漁
労

を
中
心
と
し
て
採
集
・
狩
猟
に
よ
っ
て
食
料
を
得
る
生
活
　
（
た
だ

し
、
焼
畑
農
耕
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
）
　
が
二
一
～

一
三
世
紀
頃
ま
で
つ
づ
い
た
。
約
三
二
〇
〇
年
間
と
い
う
長
期
に

わ
た
る
こ
の
時
代
が
八
重
山
の
先
史
時
代
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ま

で
の
考
古
学
的
研
究
の
成
果
か
ら
、
先
史
時
代
の
琉
球
列
島
の
文
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図
1
　
先
史
時
代
の
琉
球
列
島
の
文
化
圏
（
大
浦
永
百
一
『
八
重
山
の
考
古

学
』
先
島
文
化
研
究
所
、
p
．
－
）

化
圏
は
、
図
1
の
通
り
、
「
北
部
文
化
圏
」
　
（
大
隈
諸
島
）
、
「
中
部

文
化
圏
」
　
（
奄
美
・
沖
縄
諸
島
）
、
「
南
部
文
化
圏
」
　
（
宮
古
・
八
重

山
諸
島
）
　
の
三
つ
に
大
き
く
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
北

部
文
化
圏
と
中
部
文
化
圏
に
は
九
州
の
縄
文
・
弥
生
文
化
の
影
響

が
及
ん
で
い
る
が
、
八
重
山
が
属
す
る
南
部
文
化
圏
に
は
九
州
の

縄
文
・
弥
生
文
化
の
影
響
は
及
ん
で
い
な
い
。
先
史
時
代
の
八
重

山
で
は
、
奄
美
・
沖
縄
諸
島
や
九
州
な
ど
北
方
地
域
で
は
な
く
、

中
国
南
部
・
台
湾
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
南
方
地
域
と
の
類
似
性
・

関
連
性
が
強
く
見
ら
れ
る
先
史
文
化
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
先
史
時
代
の
八
重
山
で
は
、
九
州
は
も
と
よ
り
奄

美
・
沖
縄
諸
島
と
も
ほ
と
ん
ど
文
化
的
交
流
が
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
今
日
で
は
、
「
琉
球
文
化
圏
」
と
い
う
と
、
奄
美
・
沖
縄

諸
島
以
南
の
地
域
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
図
1
の
北
部

文
化
圏
と
中
部
文
化
圏
の
間
に
大
き
な
文
化
的
な
「
溝
」
が
存
在

す
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
先
史
時
代
の
琉
球
列
島
で
は
、

北
部
文
化
圏
と
中
部
文
化
圏
の
間
よ
り
も
む
し
ろ
、
中
部
文
化
圏

と
南
部
文
化
圏
の
間
に
こ
そ
大
き
な
文
化
的
な
「
溝
」
が
存
在
し

た
の
で
あ
る
。

八
重
山
の
先
史
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
や
人

工
遺
物
な
ど
の
特
徴
に
も
と
づ
い
て
、
「
第
Ⅰ
期
」
　
（
約
四
〇
〇
〇

年
前
か
ら
約
三
三
〇
〇
年
前
ま
で
）
　
と
「
第
Ⅱ
期
」
　
（
約
二
五
〇
〇
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年
前
か
ら
一
二
～
一
三
世
紀
頃
ま
で
）
　
に
区
分
さ
れ
る
。
第
i
期

と
第
Ⅱ
期
の
間
に
は
約
八
〇
〇
年
の
空
自
が
あ
る
。
こ
の
空
白
を

埋
め
る
遺
跡
や
遺
物
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

第
Ⅰ
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
特
徴
的
な
遺
物
と
し
て
大
き
な
把

手
の
つ
い
た
土
器
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
把
手
の
つ
い

た
土
器
と
類
似
し
た
土
器
が
ほ
ぼ
同
時
代
の
台
湾
の
西
部
や
南
部

の
遺
跡
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
一
万
、
第
Ⅱ
期
の
遺
跡
か
ら
出
土

す
る
特
徴
的
な
遺
物
と
し
て
は
、
石
蒸
し
調
理
に
利
用
し
た
と
思

わ
れ
る
焼
石
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
焼
石
を
利
用
し
た
石
蒸

し
調
理
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
や
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
オ
セ
ア
ニ
ア
の

島
々
で
広
く
見
ら
れ
た
調
理
法
で
あ
る
。
第
Ⅱ
期
の
遺
跡
か
ら
は

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
土
器
が
ま
っ
た
く
出
土
し
て
お
ら
ず
、
そ
の

代
わ
り
に
焼
石
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第

Ⅲ
期
に
入
る
と
、
土
器
の
代
わ
り
に
焼
石
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
Ⅰ
期
か
ら
第
Ⅲ
期
へ

の
移
行
は
、
「
有
土
器
文
化
」
か
ら
「
無
土
器
文
化
」
　
へ
の
移
行
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
有
土
器
文
化

か
ら
無
土
器
文
化
へ
の
移
行
は
、
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い
現
象

で
あ
る
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
一
部
の
地
域
で
同
様
の
現
象
が
起
こ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
期
の
有
土
器
文
化
か
ら
第
Ⅰ
期
の
無
土
器
文
化
へ
の
移
行

を
説
明
す
る
仮
説
に
は
、
大
別
す
る
と
「
連
続
説
」
と
「
断
絶
説
」

が
あ
る
。
「
連
続
説
」
は
、
第
Ⅰ
期
の
有
土
器
文
化
と
第
Ⅱ
期
の
無

土
器
文
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
基
本
的
に
同
一
の
人
間
集
団

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
第
Ⅰ
期
か
ら
第
Ⅰ
期
へ
の
移
行
は
連
続
的

で
あ
る
と
す
る
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
器
の
消
失
や
石
蒸
し
調

理
の
普
及
な
ど
の
文
化
要
素
の
変
化
や
伝
播
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
文
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
人
間
集
団
の
移
動
や
交
替
は

な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
連
続
説
の
立
場
で
あ
る
。
連
続
説
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
第
Ⅰ
期
と
第
Ⅱ
期
の
間
の
八
〇
〇
年
間
の
空
自

を
埋
め
る
遺
跡
・
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

一
方
、
「
断
絶
説
」
は
、
第
Ⅰ
期
の
有
土
器
文
化
と
第
Ⅱ
期
の
無

土
器
文
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
異
な
る
人
間
集
団
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
第
Ⅰ
期
と
第
Ⅱ
期
の
間
に
は
断
絶
が
あ
る
と
す
る
説

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
化
要
素
の
変
化
や
伝
播
だ
け
で
な
く
、
文

化
の
担
い
手
と
な
っ
た
人
間
集
団
の
移
動
や
交
替
も
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
断
絶
説
の
立
場
で
あ
る
。
断
絶
説
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

第
Ⅰ
期
と
第
Ⅱ
期
の
間
の
八
〇
〇
年
間
の
空
自
は
、
集
団
の
移
動

や
交
替
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

連
続
説
と
断
絶
説
の
い
ず
れ
が
よ
り
妥
当
な
仮
説
で
あ
る
か
を

－58－



検
証
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
筆
者
の
力
量
を
超
え
る
作
業
で
あ

り
、
こ
の
小
論
の
目
的
や
範
囲
を
超
え
る
作
業
で
も
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
①
大
規
模
な
人
の
移
動
や
交
替
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
文
化
の
伝
播
と
い
う
点
か
ら
は
、

八
重
山
に
お
け
る
先
史
文
化
の
源
流
は
、
中
国
大
陸
南
部
・
台
湾
、

東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
々
な
ど
南
方

の
多
様
な
地
域
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
②
八
重
山

の
先
史
文
化
に
は
、
日
本
本
土
や
沖
縄
諸
島
の
先
史
文
化
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
、
③
そ
し
て
こ
れ
ら
の
結
果
と

し
て
、
八
重
山
で
は
、
琉
球
列
島
の
な
か
で
き
わ
め
て
独
自
性
の

強
い
文
化
圏
が
形
成
・
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
に
と

ど
め
た
い
。

ニ
　
ス
ク
時
代
（
〓
二
世
紀
頃
～
〓
八
世
紀
初
頭
ま
で
）

長
ら
く
続
い
た
八
重
山
の
先
史
文
化
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

の
は
一
二
世
紀
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
二
世
紀
以
後
、
八
重
山

で
は
、
沖
縄
諸
島
や
中
国
大
陸
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、
三
一
世

紀
に
は
漁
労
を
中
心
と
す
る
採
取
経
済
か
ら
農
耕
を
中
心
と
す
る

生
産
経
済
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
海
外
と
の
交
易
や

農
耕
社
会
へ
の
移
行
を
背
景
と
し
て
各
地
に
首
長
が
現
わ
れ
、
群

雄
割
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
様
の
社
会
・
文
化
的
変
動
は
一

〇
世
紀
以
後
の
沖
縄
諸
島
で
先
行
し
て
起
こ
っ
て
い
た
。
沖
縄
諸

島
の
歴
史
の
時
代
区
分
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
・
文
化
的
変
動
を

基
盤
と
し
て
、
各
地
に
首
長
が
現
わ
れ
、
群
雄
割
拠
す
る
時
代
を

「
グ
ス
ク
　
（
城
）
時
代
」
と
よ
ん
で
い
る
。
沖
縄
諸
島
に
お
け
る
グ

ス
ク
時
代
の
下
限
は
琉
球
王
国
が
成
立
す
る
一
四
二
九
年
で
あ
る

が
、
八
重
山
に
お
け
る
ス
ク
時
代
の
下
限
は
、
八
重
山
が
琉
球
王

国
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
る
一
六
世
紀
初
頭
で
あ
る
。

沖
縄
諸
島
、
そ
し
て
八
重
山
に
お
け
る
グ
ス
ク
時
代
・
ス
ク
時

代
へ
の
移
行
の
背
景
に
は
、
九
六
〇
年
に
成
立
し
た
宋
王
朝
の
時

代
の
中
国
社
会
に
お
け
る
産
業
・
経
済
の
飛
躍
的
な
発
展
が
あ
っ

た
。
こ
の
時
代
、
中
国
商
人
た
ち
は
高
麗
、
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア

は
も
と
よ
り
、
イ
ン
ド
、
西
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
へ
と
海

外
交
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
。
当
時
、
中
国
産
の
陶
磁
器

が
世
界
各
地
で
珍
重
さ
れ
、
海
路
に
よ
り
エ
ジ
プ
ト
ま
で
運
ば
れ

た
。
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
＝
絹
の
道
」
な
ら
ぬ
「
陶
磁
の
道
」
が
ア
フ

リ
カ
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
　
（
三
上
次
男
『
陶
磁
の
道
』

中
央
公
論
美
術
出
版
）
。

末
の
時
代
の
中
国
に
お
け
る
産
業
・
経
済
の
飛
躍
的
な
発
展
を

背
景
と
し
て
日
宋
貿
易
が
展
開
す
る
と
と
も
に
、
琉
球
列
島
は
、

薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
硫
黄
や
、
装
飾
品
の
材
料
と
し
て
珍
重
さ

れ
た
南
海
産
の
貝
（
宝
貝
・
夜
光
貝
な
ど
）
　
の
産
地
と
し
て
、
ま
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た
、
海
外
交
易
の
中
継
地
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

末
を
基
点
と
し
た
海
外
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
て
い

っ
た
。
八
重
山
で
は
、
一
二
世
紀
ご
ろ
か
ら
九
州
・
長
崎
産
の
石

鍋
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
一
二
～
一
三
世
紀
ご
ろ
か

ら
中
国
製
陶
磁
器
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
末
を
基
点
と
し

た
海
外
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
で
、
八
重
山

で
は
、
先
史
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
交
流
が
な
か
っ
た
沖
縄
諸
島
や

九
州
な
ど
の
北
方
地
域
、
そ
し
て
中
国
大
陸
と
の
直
接
的
・
間
接

的
な
交
流
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
三
世
紀
に
な
る
と
、

農
耕
や
鉄
器
の
使
用
も
始
ま
っ
た
。
麦
・
粟
な
ど
の
畑
作
を
中
心

と
し
て
、
水
稲
作
や
農
業
畜
力
と
し
て
の
牛
の
飼
育
を
と
も
な
う

農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
先
史
時
代
の
第
Ⅱ
期
に
消
失
し

た
　
（
と
考
え
ら
れ
る
）
土
器
も
、
ふ
た
た
び
製
作
・
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

八
重
山
が
採
取
経
済
社
会
か
ら
生
産
経
済
社
会
へ
と
移
行
し
て

い
っ
た
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界

が
大
き
く
変
動
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
中
国
大
陸
で
は
、
二
二
世

紀
初
頭
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
席
巻
し
た
後
、
二
二
世
紀
後
半
に
は

モ
ン
ゴ
ル
民
族
に
よ
る
元
王
朝
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
元

王
朝
は
、
一
〇
〇
年
ほ
ど
で
ふ
た
た
び
漢
民
族
に
よ
る
明
王
朝
に

政
権
を
奪
取
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
一
二
世
紀
末
に
史
上

初
の
武
士
政
権
で
あ
る
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
た
後
、
一
三
世
紀
か

ら
一
四
世
紀
を
通
じ
て
、
公
家
中
心
の
社
会
か
ら
武
家
中
心
の
社

会
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
二
二
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
の
東
ア
ジ
ア
世

界
の
変
動
の
な
か
で
、
ス
ク
時
代
の
展
開
に
と
っ
て
特
に
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
た
の
が
、
一
三
六
八
年
の
明
王
朝
の
成
立
で
あ

る
。
元
の
時
代
ま
で
は
、
中
国
商
人
た
ち
は
お
お
む
ね
自
由
に
海

外
交
易
を
行
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
明
王
朝
は
、
当
時
、
朝

鮮
半
島
や
中
国
大
陸
沿
岸
地
域
を
席
巻
し
て
い
た
倭
冠
の
横
行
を

防
ぎ
、
ま
た
、
海
外
貿
易
を
独
占
す
る
目
的
か
ら
、
国
内
の
商
人

や
そ
の
他
の
民
間
人
に
よ
る
私
的
な
海
外
渡
航
や
海
外
交
易
を
禁

止
し
（
海
禁
政
策
）
、
冊
封
鮎
翠
下
の
国
々
と
の
公
的
な
貿
易

（
朝
貢
貿
易
）
　
の
み
を
許
可
し
た
。

一
三
～
一
四
世
紀
頃
に
沖
縄
島
に
成
立
し
た
一
二
つ
の
小
王
国
で

あ
る
山
北
・
中
山
・
山
南
の
い
わ
ゆ
る
「
三
山
」
は
、
あ
い
つ
い

で
明
王
朝
の
冊
封
体
制
下
に
は
い
り
、
沖
縄
諸
島
で
は
、
従
来
行

な
わ
れ
て
き
た
中
国
商
人
と
の
自
由
な
私
貿
易
に
代
わ
っ
て
朝
貢

貿
易
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
朝
貢
貿
易
に
よ
っ
て
、
従
来
の
私
貿
易

を
は
る
か
に
超
え
る
量
の
物
品
が
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
、
中
国
や
日
本
だ
け
で
な
く
、
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朝
鮮
や
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
易
も
開
始
さ
れ
て
、
三
山
の
交
易
の

規
模
・
範
囲
は
し
だ
い
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
朝
貢
貿
易
を
は
じ

め
と
す
る
海
外
交
易
に
最
も
積
極
的
だ
っ
た
中
山
は
、
三
山
の
な

か
で
次
第
に
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
四
二
九
年
、
中

山
王
・
尚
巴
志
に
よ
っ
て
三
山
の
統
一
が
な
さ
れ
、
琉
球
王
国
が

成
立
し
た
。

一
方
、
八
重
山
で
も
、
一
三
世
紀
以
後
、
農
耕
社
会
へ
の
移
行
、

海
外
交
易
の
展
開
を
基
盤
と
し
て
各
地
に
首
長
が
現
わ
れ
、
群
雄

割
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
首
長
が
明
王
朝
の
冊
封
体

制
下
に
は
い
り
、
明
王
朝
と
朝
貢
貿
易
を
行
な
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ク
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
明
王

朝
時
代
の
中
国
製
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
。
し
か
も
八
重
山
か

ら
出
土
す
る
中
国
製
陶
磁
器
の
量
は
、
沖
縄
島
や
日
本
本
土
か
ら

出
土
す
る
量
を
は
る
か
に
し
の
ぎ
、
数
万
点
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
八
重
山
で
は
、
明
王
朝
が
成
立
し
た
後
、
一
四

世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
密
貿
易
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
八
重
山
の
歴
史
の
中
で
一
番
華
や
か
な
時
代
」
　
（
大
酒
永
自

『
八
重
山
の
考
古
学
』
先
島
文
化
研
究
所
、
一
三
七
百
）
　
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
ス
ク
時
代
は
、
一
六
世
紀
初
頭
に
は
終
わ
り
を
つ
げ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
、
八
重
山
の
首
長
ら
と
琉
球
王
府

と
の
間
で
武
力
衝
突
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
八
重
山
は
琉
球
王
国

の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
、
琉
球
王
府
の
統
治
下
に
お
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
四
七
七
年
に
琉
球
国
王
と
し
て
即
位
し
、

そ
の
後
、
五
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
王
位
に
就
い
た
尚
異
は
、
琉
球

王
国
の
基
盤
を
確
立
・
強
化
す
べ
く
、
王
国
の
版
図
拡
大
を
進
め

た
。
そ
し
て
そ
の
過
程
で
、
一
五
〇
〇
年
に
、
琉
球
王
府
軍
な
ら

び
に
宮
古
島
の
首
長
・
仲
宗
根
豊
見
親
ら
の
軍
勢
と
、
オ
ヤ
ケ
ア

ハ
カ
チ
な
ら
び
に
ホ
ン
ガ
ワ
ラ
と
い
う
二
人
の
石
垣
島
の
首
長

（
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
ガ
ワ
ラ
」
と
い
う
ひ
と
り
の
首
長
で

あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
）
　
を
中
心
と
す
る
軍
勢
と
の
間
で
武
力
衝

突
が
起
こ
っ
た
。
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ら
の
軍
勢
は
王
府
軍
に
破
れ
、

こ
の
戦
乱
を
契
機
と
し
て
、
八
重
山
は
琉
球
王
国
の
版
図
に
組
み

込
ま
れ
て
い
っ
た
。
一
五
二
二
年
に
は
、
琉
球
王
府
の
政
治
的
介

入
に
ウ
ニ
ト
ラ
と
い
う
与
那
国
島
の
首
長
が
抵
抗
し
た
た
め
、
王

府
は
ふ
た
た
び
仲
宗
根
豊
見
親
を
中
心
と
す
る
軍
勢
を
派
遣
し
た
。

ウ
ニ
ト
ラ
の
軍
勢
は
仲
宗
根
豊
見
親
ら
の
軍
勢
に
破
れ
、
以
後
、

八
重
山
は
完
全
に
琉
球
王
国
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
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三
　
琉
球
王
国
時
代
二
六
世
紀
初
頭
～
一
八
七
九
年
の
沖
縄
県
設
置

ま
で
）

八
重
山
を
支
配
下
に
お
い
た
琉
球
王
府
は
、
一
五
二
四
年
に
は
、

八
重
山
を
統
括
す
る
た
め
に
　
「
蔵
元
」
と
よ
ば
れ
る
地
方
行
政
機

関
を
設
置
し
た
。
し
か
し
一
六
〇
九
年
に
島
津
侵
入
事
件
が
お
こ

る
と
、
今
度
は
琉
球
王
国
自
体
が
、
王
国
体
制
を
温
存
し
な
が
ら

も
、
薩
摩
藩
を
媒
介
と
し
て
、
幕
藩
体
制
下
に
　
「
異
国
」
　
と
し
て

組
み
込
ま
れ
、
実
質
的
に
は
薩
摩
藩
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

薩
摩
藩
は
、
沖
縄
の
島
々
で
検
地
を
行
な
い
、
琉
球
王
府
の
貢

納
高
を
決
め
た
。
そ
し
て
王
府
は
、
薩
摩
藩
へ
の
貢
納
の
税
源
を

求
め
て
、
一
六
三
七
年
に
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
一
五
～
五
〇

歳
ま
で
の
男
女
一
人
ひ
と
り
に
頭
割
で
貢
租
を
課
す
人
頭
税
を
制

度
化
し
た
。
ま
た
、
一
六
五
九
年
に
は
従
来
の
人
頭
税
に
代
え
て
、

人
口
の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
毎
年
の
租
税
額
を
一
定
に
す
る
定
額

人
頭
税
を
施
行
し
た
。

村
々
に
暮
ら
す
農
民
は
、
村
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
百
姓
地
を

耕
作
し
、
連
帯
責
任
を
負
う
　
「
五
人
組
」
　
に
編
成
さ
れ
て
、
共
同

で
税
を
負
担
し
た
。
定
額
人
頭
税
以
外
に
は
、
「
上
木
税
」
と
よ
ば

れ
る
薩
摩
藩
に
直
接
頁
納
す
る
物
産
税
、
王
府
へ
の
労
役
　
（
米
に

よ
る
労
役
の
代
納
）
、
「
所
遣
米
」
　
と
よ
ば
れ
る
地
方
税
　
（
蔵
元
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
行
政
期
間
に
頁
納
す
る
税
）
、
地
元
の
中
間
役

人
層
へ
の
労
役
が
農
民
に
課
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
農
民
は
、
転
居

を
禁
じ
ら
れ
る
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
厳
し
い
統
制
を
受
け

た
。従

来
は
、
人
頭
税
こ
そ
が
琉
球
王
国
時
代
の
八
重
山
の
農
民
の

生
活
を
圧
迫
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

近
年
で
は
、
人
頭
税
の
負
担
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
元
の
中
間
役
人

層
に
よ
る
中
間
搾
取
が
農
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
大
き
な
原
因
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
　
（
黒
鳥
為
一
「
人
頭
税
」
琉
球
新
報

社
編
『
新
琉
球
史
　
近
世
編
　
（
下
）
』
琉
球
新
報
社
）
。
そ
の
意
味

で
は
、
島
津
侵
入
事
件
以
後
、
八
重
山
の
農
民
は
、
薩
摩
藩
と
琉

球
王
府
、
そ
し
て
地
元
の
中
間
役
人
層
に
よ
る
三
重
の
支
配
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
一
七
二
九
年
に
は
、
す
で
に
沖

縄
島
で
導
入
さ
れ
て
い
た
身
分
制
度
が
八
重
山
に
も
導
入
さ
れ
、

地
元
の
中
間
役
人
層
に
家
系
図
　
（
家
譜
）
　
の
編
纂
が
許
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
八
重
山
の
人
び
と
は
役
人
に
な
る
資
格
を
有
し
、

農
民
を
支
配
す
る
側
の
士
族
層
　
（
系
持
層
）
　
と
、
被
支
配
者
層
と

し
て
の
農
民
層
に
明
確
に
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

士
族
層
は
、
自
ら
の
勢
力
を
増
す
べ
く
様
々
な
画
策
を
行
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
後
半
に
か
け
て
、

八
重
山
で
は
、
蔵
元
か
ら
王
府
へ
の
申
請
に
よ
り
、
人
口
過
密
の
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地
域
か
ら
過
疎

の
地
域
に
農
民

を
強
制
移
住
さ

せ
る
い
わ
ゆ
る

「
寄
百
姓
」
　
や

新
村
の
創
建
が

頻
繁
に
行
な
わ

れ
た
。
こ
う
し

た
農
民
の
強
制

移
住
の
目
的
の

ひ
と
つ
は
、
人

口
増
加
に
対
応

し
、
ま
た
、
農

民
に
山
林
を
管

理
さ
せ
る
た
め

で
あ
っ
た
が
、

地
元
士
族
層
に

と
っ
て
の
も
う

一
つ
の
重
要
な

目
的
は
、
移
住

や
新
村
創
建
に

よ
る
村
の
増
加
に
よ
っ
て
役
人
の
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
強
制
移
住
先
の
土

地
は
多
く
の
場
合
、
マ
ラ
リ
ア
有
病
地
で
あ
っ
た
た
め
、
創
建
さ

れ
た
新
村
の
大
半
が
そ
の
後
、
ほ
ど
な
く
廃
村
に
追
い
込
ま
れ
た
。

士
族
層
に
よ
る
中
間
搾
取
や
人
頭
税
に
よ
っ
て
す
で
に
疲
弊
し

て
い
た
八
重
山
の
農
村
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
が
、
自
然
災
害

や
疫
病
の
頻
発
で
あ
っ
た
。
特
に
、
一
七
七
一
年
、
石
垣
島
東
南

海
域
で
お
こ
っ
た
大
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
　
「
明
和
の
大
津
波
」

は
、
八
重
山
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
八
重
山
で
は
、
こ

の
明
和
の
大
津
波
に
よ
っ
て
当
時
の
全
人
口
の
三
分
の
一
に
あ
た

る
九
三
〇
〇
人
余
り
が
死
亡
し
た
。
ま
た
、
明
和
の
大
津
波
の
後

も
、
暴
風
、
早
魅
、
飢
饉
、
疫
病
な
ど
が
頻
発
し
、
八
重
山
の
人

口
は
そ
の
後
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
　
（
図
2
）
。
（
続
）

注（
1
）
　
「
冊
封
体
制
」
と
は
、
中
国
皇
帝
と
近
隣
諸
国
の
王
と
の
間
に
結

ば
れ
た
主
従
関
係
を
基
礎
と
す
る
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け

る
国
際
体
制
の
こ
と
で
あ
る
。

（
は
ら
・
と
も
あ
き
／
静
岡
大
学
）
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